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[ガイド – 予定時間 約 15 分 ] 

 使うデータに関して 

 言語設定の変更 

 

 フリートライアルで利用できるＩＤの取得 

 基本操作 (ナビゲーション、操作方法 など) 

 

[ゴール – どのような事を会得できるか？] 

 設定変更の方法 

 どのような効果があるのか？ 

 さらなる質問‐どうやって解決できるか？ 
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1. トライアルで利用できるデータ 

 

下記のデータがトライアル環境に用意してあります。これらを利用してガイドに従ってトライア

ルを実行してください。 

 

(利用可能なデータ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ ロケール：通貨や日付の表示方法を地域の表示方法に切り替える際に使う。 

※ タイムゾーン：基本は GMT(Greenwich Mean Time)。これを基準として+/-で表記してある。日本は+9時

間 

※ 利用可能言語 : 現在は 3 つの言語が利用可能（英語、日本語、中国語）。随時、追加していく予定。言語

の追加は AppExchangeの利用可能で最新を知ることが出来る。 

 

 

  

 ホテル : Omotenashi India 

 ゲスト : Naveen , Gabrani ( more others 100 )  

 言語: 英語  

 タイムゾーン : アメリカ中央時間 

 利用可能な言語 : 英語、日本語、中国語（簡易体） 
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2. 言語設定 

 

1) ナビゲーション 

最初に設定から設定メニューから選択していきます。 

 業務メニュー          設定      セットアップ(システム) 

 

 

 

次に設定変更を行う。 

 ご自身の名前        My Setting      My Profile       Language & Time Zone 
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2.言語の変更 

 

このメニューで利用する言語を変更できます。  

 

 

変更が保存されると直ちに変更が反映します。これにより、すべての画面、メッセージが変更し

た言語で表示されるはずです。(1での 3言語以外も選択はできますが、業務の画面は英語のまま

です) さあ、業務メニューから目的の画面を開いてみてください。変更した言語で表示されてい

るはずです。 
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(業務メニューが日本語表記に変わった。） 
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3. その他の利用 

 

もし、他の言語での表示を望む場合は同じ手順で言語選択を行ってください。ご希

望の言語で表示されるはずです。 

 

(ご注意 : 現在は英語、日本語、中国語(簡易体)のみのサービスとなっております。) 
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4. まとめ 

このガイドで下記のような事を学べたはずです。更なる応用を行って理解を深めてください。 

 

 

 

 

同時に THE OMOTENASHI では簡単にできる事が理解できたと思います。 

 

もし更なる理解を深めたい場合は、 

 

 次のWEB Siteをクリックして(http://www.omotenashi-pms.com)、サポ

ートのタブに移動してください。 

 ビデオを参照して反復して演習を繰り返してください。  

 

どんな質問でもお気軽に下記までお問い合わせください。 

   support@omotenashi-pms.com 

 

 
 

 

 どうやって言語を変更するか 

 ローカル言語での利用効果 

http://www.omotenashi-pms.com/
support@omotenashi-pms.com

